
令和５年７月～９月
札幌方面伊達警察署

地域路線 時間帯 規制速度

国道３７号 郊外 指定速度(50km/h）１０時～１２時　１６時～１８時

国道４５３号 ８時～１０時　１４時～１６時 郊外 指定速度(50km/h）

伊達警察署の速度取締 りの 重点

伊達警察署管内の交通事故実態等

その他の交通指導取締りの要点

速度取締りのほか、シートベルト違反、市街地における交差点違反取締りを強化

重点以外の路線や時間帯であっても、必要に応じて取締りを実施します。

過去５年の人身事故の発生状況

を路線別に比較すると、国道３７号

での発生が最も多く、次いで道道洞

爺湖登別線、国道４５３号、道道滝之

町伊達線の順に発生している。

事故直前の車両速度が６１ｋｍ/ｈ以

上であった人身事故はいずれも国

道上で発生している。
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路線別・事故直前の速度別人身交通事故発生状況（７月～９月・過去５年）

６１km/ｈ以上

４１km/ｈ以上６０

km/h以下

４０km/ｈ以下

国道37号では、１0時～１2時、16

時～18時の時間帯での交通事故

の発生が最も多く、発生した交通

事故の多くは日中又は夕暮れの

時間帯に発生している。

国道453号では、８時～10時、１2

時～16時の時間帯に交通事故が

発生している。

国道453号は事故多発路線では

ないが、片側一車線で大型車両も

行き交う交通量が多い路線で、今

後、重大事故が発生する可能性が

高いことから重点路線に指定する。

国道３７号・国道４５３号の時間帯別人身事故発生状況（７月～９月・過去５年）

道路交通環境
◆ 国道37号は主要国道であることから、交通量が多く、一般車両のみならず大型車両の交通量も多い。

◆ 国道453号は伊達警察署管内と各市町村を結ぶ通過拠点であり、大型車両の交通量が多く、車両の実勢速度が速い。

取締要望
◆ 一般市民や車両運転手から、速度違反の指導取締りの要望が多数寄せられている。
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～令和５年４月１日から同年６月３０日までの人身事故発生状況～

期間中の人身事故は伊達市１０件、洞爺湖町１件、壮瞥町１件の計１２件発生し、前年比増となった。

事故態様は、追突事故が最も多く、車両追い越し時の衝突事故や信号無視による衝突事故も発生している。


